II　研究活動および業績の概要　〔1〕 農林地工学分野　圃場整備のための土壌工学的研究 by 多田 敦
II　研究活動および業績の概要　〔1〕 農林地工学
分野　圃場整備のための土壌工学的研究
著者 多田 敦
雑誌名 農林工学系報告
号 2
ページ 16-17
発行年 1986-03-25
URL http://hdl.handle.net/2241/114880
圏場整備のための土壌工学的研究
助教授多 出 敦
l. 研究の概要
( 1 ) 土壌工学の手法に関する研究
土壌はさまざまな自然的・人工的生成因子を反映してその形態を示している。闘場や土壌を好
ましい状況に造成あるいは整備し，また保全するためには，それらの因子を土壌物理学的に把握
し，数量化することが必要であり，土壌や圏場の施工後の変化を予測することも求められる O こ
のような視点から 土壌工学を農地工学の基礎と位輩づけ，土壌を Pedologicalな因子を介して
とらえ，これを工学的に利用する手法の研究をすすめている。
具体的には，泥炭上に客土した画場において，暗渠排水等の土地改良が土壌変化に及ぼす影響
を検討するとともに，重粘土における方法論の有効性などについて現地国場を試験フィールドと
し，室内試験を加えて研究をすすめている D
なお，基礎的事項を EngineeringPedology，その応用を PedologicalEngineeringと区分した。
( 2 ) 汎用耕地化のための闘場整備に関する研究
農業状況の変化に対して，間場である農業基盤はそれにj志じた能力を持つよう整備される必要
がある O 水田を水稲作にも畑作にも適したi電場に改良する農地工学的技術開発及びその土壌物理
学的機構解明もその主要課題であり これまで種々の規点からこの問題にとりくんできた。実施
した研究の主なものは
① 汎用耕地化のための排水方法(暗渠排水やブロック排水とその後の土壌管理の関係を
中心として)
② 熔地転換に伴う土壌物理性の変化
① 還元自の用水量増加機構の解明
などである。また社会的要請は，大区画壇場を求め，従来の標準1R1屈である30aをより大きな区
画へと再整備が課題にのぼってきている。これらの得失，技術的諸問題についての研究，土嬢水
分制御方法としての地下j産税の研究なども継続している O
( 3 ) 植栽基盤の水分環境とその改良法に関する研究
埋立地は土壌物理的環境に不利なところがあり植栽基盤の造成上の技術的検討が求められる。
一方，筑波大学周辺の表層は，大部分が火山灰土であり，物理・王学的に特異な'性質をもってい
るO 特にこの土は淡色黒ボク土と手かされ，これらの物理・工学的性質の研究は不十分であり，畑
地基盤としても，摺栽基盤としてもその特徴を明らかにする必要があるので，土壌水分環境を中
心とした土壌物理性の視点から研究をすすめているO
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